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算数・数学WGのこれまでの審議経過
（※）中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 算数・数学ワーキンググループ
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第１回：令和７年10月17日（金）17:30～20:00

• 算数・数学ワーキンググループにおける主な検討事項について

第２回：令和７年11月14日（金）9:30～12:00

• 高等学校・数学科の科目構成について

• 算数・数学科の目標と見方・考え方について

第３回：令和７年12月12日（金）9:30～12:00

• 算数・数学科の目標と見方・考え方について

• 算数・数学科における学習内容と高次の資質・能力について

第４回：令和７年12月22日（月）18:00～20:00

• 高等学校・数学科の科目構成について

• 算数・数学科の目標と見方・考え方について

• 算数・数学科における学習内容と高次の資質・能力について

第５回：令和８年1月23日（金） 9:30～12:00

• 「深い学び」の実装について

• 高等教育との接続について

第６回：令和８年2月13日（金）18:00～20:00

• 教育課程企画特別部会における審議等について

• 誰一人取り残さない算数・数学教育について

• デジタル学習基盤の活用について

第７回：令和８年３月６日（金）18:00～20:00 ※理科WGと合同開催

• 算数・数学科と理科の探究について

• 共通教科「理数科」の目標、見方・考え方及び高次の資質・能力等について教育課程企画特別部会における
審議等について



（算数・数学WG ）資質・能力の構造化等に関連する検討のポイント
１．目標・内容の構造化等のポイントについて

⚫ 算数・数学の学習の本質を明確にしつつ、小・中・高を通じて一貫性・系統性を確保した指導を充実する観点から、
小・中・高で教科の目標を統一しつつ、必履修部分に係る学習内容を共通する６つの「分野」で整理

⚫ 世界トップレベルの数学的リテラシーを有しつつ、高校卒業後の進路に理工系が選択されにくい現状や、その一因とし
て、数学と社会・職業との関係の理解が進んでいない状況。

⚫ また、現代社会の重要なインフラとなりつつあるAI技術やデータサイエンス等の仕組みを理解し、適切に利活用でき
るようにする観点から、それらの基盤となる学習（行列、微分・積分、確率、統計）を充実する必要

⚫ これらの観点から、以下の改善を検討

⚫ 中学校以降で、数学と社会・職業との関係や数学全体の見取り図を示すようなガイダンス的な学習を新設

⚫ 高等学校「数学Ⅰ」において、AI等の基盤となる内容を含め、高校卒業時に身に付けるべき数学的素養の基
礎を学ぶ内容を新設

⚫ 算数・数学科については、知識及び技能の系統性が明確であり、個々の知識及び技能と一体的に育成する思考
力・判断力・表現力等を示すことが授業改善に繋がることから、「並列パターン」での構造化を検討

※ 学習内容の実質的増加につながらないよう、教科全体の学習内容に
ついて必要な精選を図ることを前提

２．その他の重要論点について

⚫ 高等学校について、現行の「数学A」「数学B」「数学C」を、生徒が必要な学習内容を選択履修しやすく、各学校
が柔軟にカリキュラムを編成・実施できるよう、ABCの区分けをなくして内容を選択できる一つの新科目として整理

⚫ メディアリテラシーの観点も意識し、「事象や言説を数理の視点から捉え、論理的、統合的・発展的、批判的
に考察すること」を新たな見方・考え方として検討 2

令 和 ８ 年 ２ 月 ２ 日
教育課程企画特別部会
資 料 ２ ー ２ 抜 粋
（ 一 部 体 裁 修 正 ）



理科WGのこれまでの審議経過
（※）中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 理科ワーキンググループ
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第１回：令和７年10月6日（月）18:00～20:00

• 理科ワーキンググループにおける主な検討事項について

第２回：令和７年10月29日（水）9:30～12:00

• 理科における目標と見方・考え方について

• 理科における学習内容と高次の資質・能力について

第３回：令和７年12月2日（火）13:00～15:30

• 理科における目標と見方・考え方について

• 理科における学習内容と高次の資質・能力について

第４回：令和８年1月20日（火）10:00～12:00

• 理科における ICT 活用について

• 高等学校・理科の科目について

第５回：令和８年2月10日（火）18:00～20:00

• 教育課程企画特別部会における審議について

• 高等学校・理科の科目について

• 高等教育との接続について

第６回：令和８年３月６日（金）18:00～20:00 ※算数・数学WGと合同開催

• 算数・数学科と理科の探究について

• 共通教科「理数科」の目標、見方・考え方及び高次の資質・能力等について教育課程企画特別部会における
審議等について



１．目標・内容の構造化等のポイントについて

⚫ 理科の学習の本質を明確にしつつ、小・中・高を通じて一貫性・系統性を確保した指導を充実する観点から、小・
中・高で教科の目標を統一しつつ、学習内容を共通する４つの「分野」（物理・化学・生物・地学）で整理

⚫ 「科学的な探究」の課程を教育課程全体で位置付け、解説等も活用して具体的に示していくことで、理科の学習
全体を通じて科学的な思考・方法を身に付けるという趣旨を明確化

⚫ エネルギー問題や環境問題など、特定の分野・領域に限定できない科学的な社会課題が増加していることを踏まえ、
分野横断的な課題について学ぶ学習内容を、小学校にも新たに設定（理科と日常生活（仮称））

⚫ 理科については、知識及び技能の系統性が明確であり、個々の知識及び技能と一体的に育成する思考力・判断
力・表現力等を示すことが授業改善につながることから、「並列パターン」での構造化を検討。

（理科WG ）資質・能力の構造化等に関連する検討のポイント

※ 学習内容の実質的増加につながらないよう、教
科全体の学習内容について必要な精選を図る

２．その他の重要論点について

⚫ 学問分野にとらわれない科学的思考・方法の基本について学ぶ内容や、理科の学習と研究・社会とのつながりについ
て学ぶ内容が各学校段階で十分存在しないことへの対応について、今後検討

（具体例）
・科学とは何か（仮説を不断に検証する営みであること等）
・検証の方法（実験では条件制御が必要であること等）
・研究倫理（捏造、改ざん、盗用は、なぜいけないのか等）
・理科の学習内容と、研究・社会とのつながり

⚫ メディアリテラシーの観点も意識し、「自然や社会の事象・言説を、自然科学的な視点から捉え、観察・実験の結
果や科学的知見などに基づいて、客観的、論理的、批判的に考察すること」を新たな見方・考え方として検討 4

令 和 ８ 年 ２ 月 ２ 日
教育課程企画特別部会
資 料 ２ ー ２ 抜 粋
（一部字句等修正）



議題１ 算数・数学科と理科の探究について
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算数・数学科及び理科の探究的な学びに関する検討事項・論点（第１回WG資料に前回意見を加筆）

３．社会変化に対応した学習内容に関する課題

⚫ 学習に対する興味・関心が低下している傾向を踏まえ、児童生
徒が日常生活や社会の事象を数学的に考えられるようにするた
め、小・中・高等学校の授業において、数学における探究的な
学習学びを充実引き続き推進してはどうか。

⚫ その際、探究的な学びは、基礎的・基本的な知識・技能の習
得・定着との好循環を生み出すものであることや、学校現場に
おける実現可能性の観点から、算数・数学科において求められ
る探究的な学びの在り方などについて丁寧に説明してはどうか。

⚫ 児童生徒の資質・能力が深まる姿を教師が具体的にイメージ
し、単元計画や指導案に反映できるように、 「問題発見・解決
の過程」の改善を含め、「高次の資質・能力」等を活かした単元
計画づくりの参考イメージを学校種ごとに示してはどうか。

⚫ 小・中・高等学校において、基本的な概念等の理解や基礎
的・基本的な計算技能等の確実な習得を図りつつ、推論や数
学的論証（証明）等、論理的に考察する学習を充実しては
どうか。
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１．学習内容の系統性・一貫性に関する課題

⚫ 児童生徒が学習内容同士のつながりを意識できるよう、また、高校卒業時に理科的
な概念が体得できるよう、学習内容の構造化とあわせて、小中高を通貫した系統性
確保という観点から、(略)用語等を見直し・再整理してはどうか。

【小中高で差異が見られる例】
（現行）小）「問題」「問題解決」、中・高）「課題」「課題解決」

２．観察・実験等、科学的な探究に関する課題

⚫ 基礎的な科学的知識の定着を図りつつ、観察・実験等や科学的な探究活動を通し
て、科学的に課題解決をする経験や体験を一層充実してはどうか。

⚫ 学習に対する興味・関心の漸減等の課題を踏まえ、小学校段階から、身の回りのこと
や日常生活、自然や社会の課題について、科目・分野横断的に探究する活動を充
実してはどうか。

⚫ その際、探究的な学びは、基礎的・基本的な知識・技能の習得・定着を前提に、そ
れらとの好循環を生み出すものであることや、学校現場における実現可能性の観点か
ら、理科において求められる探究的な学びの度合いなどについて丁寧に説明することと
してはどうか。

⚫ 児童生徒の資質・能力が深まる姿を教師が具体的にイメージし、単元計画や指導案
に反映できるように、 「問題発見・解決の過程」の改善を含め、「高次の資質・能力」
等を活かした単元計画づくりの参考イメージを学校種ごとに示してはどうか。

３．１～２を実現する上での環境整備等に関する課題

⚫ 観察・実験や科学的な探究学習を一層充実するとともに基礎的な概念の習得に資
するため、必要となる器具や機器の整備・更新、デジタルデバイス・教材の活用を一層
推進すべきではないか。

▼算数・数学WG ▼理科WG
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４．今般の構造化を単元・授業づくりに活かすプロセスの可視化

⚫ 「高次の資質・能力」を基にした今般の構造化・表形式化は、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」について学びの深まりを

可視化するとともに、それらを一体的に育成する学習の在り方を示し、教師一人一人が「深い学び」を具現化しやすくすることを目指すも

の。

⚫ 一方で、整理・構造化された資質・能力について理解を深めることと、それらを活用して実際の単元・授業づくりに活かすこととの間には依

然としてギャップがあるものと考えられる。「資質・能力」の深まりを捉えた後、それを実現する単元・授業をどのように構想し、実践に繋げて

いけばよいかを考えることは、特に経験の浅い教師にとっては、難しい場合もある。

⚫ そのため、構造化・表形式化する学習指導要領について、単元・授業づくりのどういった場面でどのように活用することで授業改善に繋げ

ていくことができるのか、各教科等ごとに参考イメージを示すことにより、指導主事や経験が豊かな教師が、経験の浅い教師を指導する際

のイメージを共有でくるようにすることを検討してはどうか。 （補足イメージ参照）

※ このことに関わって、前回改訂時の中教審答申においては各教科等固有の「深い学び」を実現する学習過程を精緻に示す試みが行わ

れたが、多くの要素が盛り込まれ、教科等によっては複雑で実現が難しいものとなったとの指摘もある。また今般、個別最適な学びの実

現の観点も踏まえ、「個に応じた学習過程」の充実を目指すこととしている。これらを踏まえると、今回は単一の学習過程を整理するので

はなく、子供一人一人が深い学びを実現するための専門職としての教師の多様な単元・授業づくりを支えるという視点から、上記のよう

に、構造化・表形式化された学習指導要領の活用イメージとして、参考資料を示すことが適当ではないか。

※ その際、このイメージはあくまでも参考の一つとして示し、現場の実践を過度に縛るものにならないよう留意が必要。実践者が子供の実態

を踏まえて、多様で豊かな単元・授業づくりを行う際の足掛かりの一つと位置づけてはどうか。
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資質・能力の構造化の状況を踏まえた更なる検討の方向性（案）

令 和 ８ 年 ２ 月 ２ 日
教育課程企画特別部会
資 料 ２ ー ２
（ 会 議 後 修 正 ） 抜 粋

【注】本文中のマーカーは抜粋にあたり付したもの
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「高次の資質・能力」等を活かした単元計画づくりの参考イメージ（中学校・理科）

次は3年生の生物分野「遺伝の規則性と遺伝子」か。教科書をなぞ
るだけでは、子供達も学習内容を深く理解できないだろうし、資質・能
力も身につきにくいだろうな。そもそもこの学習内容は本質的にどういう
資質・能力を育てたいんだっけ?

まず、学習指導要領の記述を確認してみよう。

目標

見方・考え方

教科書の見開き２ページを毎コマ積み重ねるだけでは「科学的な探
究」の活動にならないし、深い理解にも繋がらないから、うまくポイントを
重点化して単元を組まないといけないな。育成したい「高次の資質・能
力」や前後の学習内容や教科書の該当ページなどを踏まえて、この単
元に充てられる授業時数は何時間になるだろうか．．．

「遺伝の仕組み」と「遺伝のモデル実験」の学習内容に重点を置き、
それぞれ２時間を充てよう。規則性・生命の連続性に関しての学び
の本質がつかみやすいように、単元の最初と最後に、ガイダンスと振り
返り時間を設定しよう。

科学的に探究する時間を確保したいし、「遺伝の仕組み」 では、科
学史としての「メンデルの交配実験」の扱いは軽くしよう。

特に、遺伝の仕組みの本質的な理解を促すために、４、５時に、
「遺伝のモデル実験」を設定しよう。

第４時の実験では、「各自の実験結果の考察」を重点として、
第５時の実験では、「実験値と理論値を比較して考える新たな

実験計画の立案」を重点として、実施しよう。

ここまでで「遺伝の仕組み」が理解できるので、最後に、遺伝を担うも
のを理解するために、「遺伝子の本体」について、１時間指導しよう。

これで、本単元での学習内容の順番が決まった。
これらから、本単元に充てる授業時数は合計で７時間になるな。

知・技も、規則性・生命の連続性に関しての本質的な理解をペーパー
テストで見取るのは難しそうだな。今回は、実験記録の記述分析で見
取ってみようか。

特に思・判・表は、科学的な探究の過程で身につけた資質・能力を総
合的に発揮して表現するようなパフォーマンス課題を設けたらよさそう。

デジタル学習指導要領を使えば、評価規準例も一括で見られるのが
便利だな！

学習内容や学習の順番が決まったので、評価計画を立てるか。身に
つけさせたい資質・能力をきちんと見とれる評価にしたいな。

他教科や前後の
学習内容も確認
できる。デジタル
学習指導要領で
は解説の記述や
評価規準例も見
られる。

デジタル学習指導要領（イメージ）

なるほど、生徒が最終的に「高次の資質・能力」を身に付けられるように、
学習内容を組み立てるのか。科学的な探究の活動を通じて、遺伝の
規則性や生命の連続性を理解できるようにしたい。デジタル学習指導
要領では、学習指導要領解説の記述も確認できるからヒントになるし、
前後の学習内容なども確認しておけば取り残される生徒も減りそうだ。

学習を終えた後
に目指したい学
習の深まりの姿
を確認できる。

生物の殖え方、遺伝現象、 生物の進
化には特徴や規則性、関係性があり、
生命の連続性があることを理解する。

科学的に探究する学習活動を通
して、生物や生物現象の特徴を見
いだして 表現することができる。

知・技 思・判・表

高次の資質・能力
（統合的な理解） （総合的な発揮）

補足イメージ
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１．単元名：遺伝の規則性と遺伝子

２．教科の見方・考え方
自然の事物・現象・・・を、●●●の視点から捉え、◆◆◆すること。

３．分野・区分の高次の資質・能力

４．単元の目標

５．単元の評価規準

６．指導と評価の計画

時
間

学習活動
重
点

記
録

備考

1 ⚫単元のガイダンス
⚫既習事項や既有の知識のイメージ
マップでの整理

態 ※ガイダンスでは、
・学習の流れと学習方法
・前後の学習内容とのつながり
を指導する。
※イメージマップでの整理は7時
間目に自己の変容に気付かせる
ために行う。

2
3

⚫遺伝の仕組み
・メンデルの交配実験
・有性生殖と顕性の法則
・減数分裂と分離の法則

知 ※遺伝の法則については、生命現
象と関連付けて理解させる。

4
5

⚫遺伝のモデル実験
・実験操作の意味
・実験結果の考察

知
思

○
○

※観点別学習評価は、
・操作の意味を理解しているか
・実験結果と理論値を比較して
結果の妥当性や改善方法を考
察しているか

を記述分析で評価する。

6 ⚫遺伝子の本体
・染色体、DNA、遺伝子の関係

知

7 ⚫学習の振り返り
・学習内容のイメージマップでの
再整理

⚫パフォーマンス課題

態

知
思

○

◯

※観点別学習評価は
・学習前後の自己の変容を基に、
次単元での学習にどのように
生かそうとしているか

を記述分析で評価する。
※高次の資質・能力を踏まえたパ
フォーマンス課題で、資質・能力
の深まりを確認する。

７．パフォーマンス課題
「２色のトウモロコシの種子の色の遺伝」について、その仕組みを説明しなさい。

単元計画書のイメージ

「高次の資質・能力」等を活かした単元計画づくりの参考イメージ（中学校・理科）

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性

生命の連続性に関する事
物・現象に着目しながら、
遺伝の規則性と遺伝子を理
解するととに、・・・

遺伝の規則性と遺伝子につ
いて、観察、実験などを行
い、その結果や資料を分析
して解し、・・・

遺伝の規則性と遺伝子に関
する事物・現象に進んで関
わり、科学的に探究しよう
とする態度を・・・

統合的な理解 総合的な発揮

生物の殖え方、遺伝現象、
生物の進化には特徴や規則
性、関係性があり、・・・

科学的に探究する学習活動
を通して、生物や生物現象
の特徴を見いだして・・・

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性

遺伝の規則性と遺伝子に関
する事物・現象の特徴に着
目しながら、遺伝の規則性
と遺伝子についての基本的
な概念や原理・法則などを
理解しているととも
に、・・・

遺伝の規則性と遺伝子につ
いて、観察、実験などを行
い、その結果や資料を分析
して解釈し、遺伝現象につ
いての特徴や規則性を見い
だして表現しているととも
に、・・・

※「◯」のつけ方など、具
体的な評価の在り方につ
いては今後検討予定

学習指導要領の記
述を転記する。

学習指導要領の記
述や生徒の実態を
踏まえて設定する。
【検討①】

学習指導要領の記
述を転記する。

単元の目標を基に、
評価の観点の趣旨
を踏まえて設定する。
【検討②】

高次の資質・能力を
踏まえて作成する。
【検討④】

このように、学習指導要領を基にして作成することができるんだね。

授業内容、評価場
面と評価方法を計画
する。【検討③】
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議
題
１

議
題
２



【現行】算数・数学の問題発見・解決の過程

平成28年12月21日中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」の別添資料 10

前回改訂時の資料から

参 考

議
題
１

議
題
２



【現行】理科における探究の過程

平成28年12月21日中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」の別添資料 11

参 考

前回改訂時の資料から

議
題
１

議
題
２



議題１参考資料

12

生活、総合的な学習・探究の時間WGにおける検討資料

議
題
１

議
題
２



総合的な学習・探究の時間に関する検討状況①
参 考

議
題
１

議
題
２

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況②
参 考

議
題
１

議
題
２

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況③
参 考

議
題
１

議
題
２

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況④
参 考

議
題
１

議
題
２

令和７年１２月２６日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 １ か ら 抜 粋

16



総合的な学習・探究の時間に関する検討状況⑤
参 考

議
題
１

議
題
２

令和７年１２月２６日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 １ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況⑥
参 考

議
題
１

議
題
２

令和７年１２月２６日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 １ か ら 抜 粋

18



議題２ 共通教科「理数科」の目標、
見方・考え方及び高次の資質・能力等について

19

議
題
２

議
題
１



共通教科「理数科」における目標・内容等について ①

⚫ 論点整理で示された「学びに向かう力・人間性等」や「見方・考え
方」の新しい整理も踏まえ、
➢ 共通教科「理数科」の目標
➢ 共通教科「理数科」において目指す資質・能力

（新しい「見方・考え方」を含む）
について改めて整理が必要

⚫ 分かりやすく使いやすい学習指導要領の実現に向けて、共通教科
「理数科」の内容についても再整理が必要
（その過程において必要に応じ精選の検討を行う）

⚫ 「高次の資質・能力」（論点整理では「中核的な概念等」）につ
いては、
➢ 目標や見方・考え方からのトップダウン
➢ 内容からのボトムアップ
の両方を意識して抽出する必要

⚫共通教科「理数科」の目標（柱書部分）は以下のとおり整理して
はどうか。
✓ 「探究の過程を通して」という学習過程は、共通教科「理数科」

の本質であるため、維持する
✓ 「課題を解決するために必要な資質・能力」については、課題解

決型以外の探究課題が存在することを踏まえて「数理的・科学
的に探究する資質・能力」と改める

✓ 対象については、社会とのつながりを明確化する観点から、
「様々な事象」を「事象や社会の課題」と改める

⚫資質・能力の柱ごとの規定ぶりについては、現行の規定を踏襲しつ
つ、分かり易く端的な表現にするなど、整理を図ってはどうか。

１．理数科の目標・内容等について（基本的な考え方）

２．目標の整理（具体案はP.22-23参照）

20

※論点整理において、「学びに向かう力・人間性」については、以下の
①②の要素をバランスよく含めることとされている。

①当該教科等の学習で育みたい学びや生活に向かう態度
⚫ 改訂全体の方針として、学びにおいてⓐ好奇心を持って初発の

思考や行動を起こし、ⓑ他者との対話や協働を経ながら、©学
びを主体的に調整し、次の思考や行動につなげていく態度につ
いて、教科固有の学習過程を踏まえた言葉で示すことが必要。

⚫ 共通教科「理数科」については、現在、こうした態度について「課
題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようと
する態度(ⓐに関連)，探究の過程を振り返って評価・改善し
ようとする態度(©に関連)及び倫理的な態度」と規定してい
る。

⚫ ⓐに関連する部分については、現在の規定が概ね妥当と考えら
れるが、探究における知的好奇心や問題意識の重要性を踏ま
えた記載としてはどうか。

⚫ ⓒに関連する部分については、単に「振り返って評価・改善す
る」のみならず、探究の過程の中で生徒が学びを主体的に調整
していくニュアンスが伝わる記載としてはどうか。

⚫ ⓑに対応する記載が無いため、新たに規定してはどうか。

⚫ このほか、理数分野の探究において重要となる倫理的な態度
や、失敗してもあきらめず粘り強く探究する態度については、共
通教科「理数科」固有の育むべき態度として引き続き規定して
はどうか。

３．「学びに向かう力・人間性」の整理（具体案はP.24参照）

議
題
２

議
題
１



共通教科「理数科」における目標・内容等について ②

21

②当該教科等の学習で育みたい情意・感性
⚫ 現在、情意・感性の規定は無いが、「人生や社会とのかかわりに

おいて育みたい情意や感性を示す」という論点整理の方針や、
算数・数学及び理科の改訂案を踏まえ、「数理的・科学的な美
しさや不思議さを感じる感性」や「新たな価値を創造し人生や
社会に役立てようとする情意」を新たに規定してはどうか。

４．新しい「見方・考え方」の整理（具体案はP.25参照）

５．学習内容の再整理

⚫ 現行の知識及び技能、思考力・判断力・表現力等は、数理的・
科学的な探究を行う上で、最低限必要となる内容であり、引き続
き概ね妥当と考えるが、学習内容について見直すべき点はあるか
（高等学校理科にて検討中の「科学ガイダンス」(仮称)との内容
の接続についても留意した検討が必要）。

⚫ 高次の資質・能力については、①共通教科「理数科」の本質的な
意義や背景にある学問的な系統性から演繹的に導かれる側面
と、②個別の学習内容をより深く習得するために帰納的に導かれ
る側面の２つがある。このため、今回は現行の学習内容をベース
に高次の資質・能力について検討を深めつつ、個別の学習内容
についても併せて検討し、両者を往還的に検討してはどうか。

６．高次の資質・能力の整理（具体案はP.26参照）

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等

・探究の意義についての理解
・探究の過程についての理解
・研究倫理についての理解
・観察，実験，調査等についての基本的な
技能

・事象を分析するための基本的な技能
・探究した結果をまとめ，発表するための基
本的な技能

・課題を設定するための基礎的な力
・数学的な手法や科学的な手法などを用い
て，探究の過程を遂行する力

・探究した結果をまとめ，適切に表現する力

（例）理数探究基礎 ※理数探究も同様

⚫ 現行の「探究の対象となる事象等」については、「内容の取扱い」に
おいて規定されており、引き続き概ね妥当と考えるが、STEAM教
育や文理横断・文理融合の観点からの見直すべき点はあるか。

ア 自然事象や社会事象に関すること
イ 先端科学や学際的領域に関すること
ウ 自然環境に関すること
エ 科学技術に関すること
オ 数学的事象に関すること

【参考】理数探究基礎 ※理数探究も同様 …全体はP.39参照

議
題
２

議
題
１

⚫ 現行では、共通教科「理数科」は「数学的な見方・考え方や理科
の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ」ることとしているが、
新しい「見方・考え方」が「よりよい社会や幸福な人生に繋げていけ
る学びの本質的な意義」として整理されたことを踏まえ、
✓ 「当該教科で扱う事象や対象」をより社会を意識したものとし、

✓ 「理数科固有の物事を捉える視点」として、「数学」や「理科」と
いった教科ベースの記載ではなく、「数理的・科学的」を明示する

といった方向で共通教科「理数科」独自の「見方・考え方」を規定
してはどうか。



（
現
行
）

（
改
訂
案
）

●●する資質・能力（資質・能力の趣旨）について、●●することなどを通して（学習過程） 、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

柱書

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

理
数

様々な事象に関わり，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ，探究の過程を通して，課題を解決するた
めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

対象とする事象について探究するために必要な
知識及び技能を身に付けるようにする。

多角的，複合的に事象を捉え，数学や理科
などに関する課題を設定して探究し，課題を
解決する力を養うとともに創造的な力を高める。

様々な事象や課題に向き合い，粘り強く考え
行動し，課題の解決や新たな価値の創造に
向けて積極的に挑戦しようとする態度，探究
の過程を振り返って評価・改善しようとする態度
及び倫理的な態度を養う。

理
数

事象や社会の課題を数理的・科学的に探究する資質・能力について、探究の過程を通して、次のとおり育成することを目指す。

数理的・科学的な探究の方法についての知識
及び技能を身に付け、探究の意義を理解する。

課題を設定し、数理的・科学的な手法を用い
て解決し、表現する力を養う。

○知的好奇心や問題意識をもって、課題の解決や
新たな価値の創造に挑戦しようとする態度を養う。

○多様な他者と対話・協働し、自律的に学びを調
整しながら粘り強く試行錯誤しながら探究するに
取り組む態度と、研究における倫理的な態度を
養う。

○事象や社会の中に数理的・科学的な美しさや不
思議さを感じる感性、新たな価値を創造し人生
や社会に役立てようとする情意を育む。

【P.32にて詳述】

●教科「理数」
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共通教科「理数科」の目標の整理

議
題
２

議
題
１

分野横断的な課題も
想定されるため削除

「探究の意義」に対する生徒の
理解の状況も踏まえ、

目標に明示

「学びに向かう力・
人間性等」に位置づけ

表現する力も明示



（
現
行
）

（
改
訂
案
）

教科
柱書

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

理数探究
基礎

様々な事象に関わり，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ，探究の過程を通して，課題を解決するために必要な基本的な
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

探究するために必要な基本的な知識及び技能を身に
付けるようにする。

多角的，複合的に事象を捉え，課題を解決するため
の基本的な力を養う。

様々な事象や課題に知的好奇心をもって向き合い，
粘り強く考え行動し，課題の解決に向けて挑戦しよう
とする態度を養う。

理数探究

様々な事象に関わり，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ，探究の過程を通して，課題を解決するために必要な資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。

対象とする事象について探究するために必要な知識及
び技能を身に付けるようにする。

多角的，複合的に事象を捉え，数学や理科などに
関する課題を設定して探究し，課題を解決する力を
養うとともに創造的な力を高める。

様々な事象や課題に主体的に向き合い，粘り強く考
え行動し，課題の解決や新たな価値の創造に向けて
積極的に挑戦しようとする態度，探究の過程を振り
返って評価・改善しようとする態度及び倫理的な態度
を養う。

●●する資質・能力（資質・能力の趣旨）について、●●することなどを通して（学習過程） 、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

科目「理数探究基礎」 「理数探究」
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理数探究
基礎

事象や社会の課題を数理的・科学的に探究する資質・能力について、課題についての探究の過程等を通して、次のとおり育成することを目指す。

数理的・科学的な探究の意義や研究倫理について理
解するとともに、探究の方法についての知識及び技能を
身に付ける。

課題を設定し、数理的・科学的な手法を用いて解決し、
表現する力を養う。

○知的好奇心や問題意識をもって、課題の解決や新
たな価値の創造に挑戦しようとする態度を養う。

○多様な他者と対話・協働し、自律的に学びを調整し
ながら粘り強く試行錯誤しながら探究するに取り組
む態度と、研究における倫理的な態度を養う。

○事象や社会の中に数理的・科学的な美しさや不思
議さを感じる感性、新たな価値を創造し人生や社
会に役立てようとする情意を育む。【P.24に詳述】

理数探究

事象や社会の課題を数理的・科学的に探究する資質・能力について、主体的に設定した課題についての探究の過程を通して、次のとおり育成することを目指す。

数理的・科学的な探究の方法についての知識及び技
能を身に付け、探究の意義や研究倫理への理解を深
める。

課題を設定し、数理的・科学的な手法を用いて解決し、
表現する力を養う。

○知的好奇心や問題意識をもって、課題の解決や新
たな価値の創造に挑戦しようとする態度を養う。

○多様な他者と対話・協働し、自律的に学びを調整し
ながら粘り強く試行錯誤しながら探究するに取り組
む態度と、研究における倫理的な態度を養う。

○事象や社会の中に数理的・科学的な美しさや不思
議さを感じる感性、新たな価値を創造し人生や社
会に役立てようとする情意を育む。【P.24に詳述】

議
題
２

議
題
１

「等」：基本的な知識及び技能を
身に付ける学習段階を想定

※「探究の過程」「探究の方法」「数理的・科学的な手法」については、解説において丁寧に説明するべきではないか。
※理数探究(基礎)では、探究の方法についての知識及び技能を身に付けるのみならず、数学科・理科における既習事項を活用して

探究の過程を進めることにより、数学科・理科の資質・能力の深化や、学ぶ意欲の高まり等につながることについて、解説等において
丁寧に説明するべきではないか。



他者との
対話や協働

学びを方向
付ける人間性

初発の思考や
行動を起こす力
・好奇心

学びの
主体的な調整

【上部】当該教科等の
学習で育まれる、人生
や社会に向かう際の情
意や感性に関わる部
分(学習過程で表出しにく
い傾向がある内的な側
面)

【下部】当該教科等の
学習で育まれる、学び
に向かう態度に関わる
部分(学習過程で表出し
やすい傾向がある外的な
側面)

① 当該教科等の学習で育みたい学びや生活に向かう態度

学びにおいて、好奇心を持って初発の思考や行動を起こし、
他者との対話や協働を経ながら、学びを主体的に調整し、
次の思考や行動に繋げていく態度について、教科固有の学
習過程を踏まえた言葉で示す

② 当該教科等の学習で育みたい情意・感性

人生や社会との関わりにおいて育みたい情意や感性を示す

① 共通教科「理数科」の学習で育みたい学びや生活に向かう態度

② 共通教科「理数科」の学習で育みたい情意・感性

○知的好奇心や問題意識をもって、課題の解決や新たな価
値の創造に挑戦しようとする態度を養う。

○多様な他者と対話・協働し、粘り強く試行錯誤しながら探究
に取り組む態度と、研究における倫理的な態度を養う。 

○事象や社会の中に数理的・科学的な美しさや不思議さを感
じる感性、新たな価値を創造し人生や社会に役立てようとす
る情意を育む。

共通教科「理数科」の目標のうち「学びに向かう力・人間性」（案）

総則・評価特別部会での議論

①②を踏まえ

理
数
科
で
検
討

以下②に該当

以下①に該当

24

事象や社会の課題に知的好奇心や問題意識をもって向き
合い、課題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に
挑戦しようとする態度

探究の実施・改善や課題の解決、新たな価値の創造に向
けて、先行研究を含め、多様な他者と対話・協働し、自律
的に学びを調整しながら粘り強く試行錯誤しながら探究する
に取り組む態度、科学や生命、人権等を尊重した研究にお
ける倫理的な態度

事象や社会の中に数理的・科学的な美しさや不
思議さを感じる感性、倫理観に従って新たな価値
を創造し人生や社会に役立てようとする情意

他者との
対話や協働

初発の思考や
行動を起こす力
・好奇心

学びの
主体的な調整

学びを方向
付ける人間性

箇条書きで規定

ⓐ ⓑ

©

議
題
２

議
題
１

※「新たな価値の創造」については、その具体的に意味するところや今日的な意味の広がりについて、解説等で丁寧に示すべきではないか。



（
現
行
）

（
改
訂
案
）

共通教科「理数科」の「見方・考え方」

【目標の柱書】
様々な事象に関わり，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなど

して働かせ，・・・

（数学的な見方・考え方）
事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，論理的，統合的・発展的，体系的に考え
ること

（理科の見方・考え方）
自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉え，比
較したり，関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること

事象や社会の課題、言説を、数理的・科学的な視点から捉え、論理的、統合的、批判的に
考察すること。

●●（当該教科で扱う事象や対象）を●●（当該教科固有の物事を捉える視点）の視点から捉え（に着目して捉
え）、●●（当該教科固有の考え方や判断の仕方）すること。

議
題
２

議
題
１

25

【数学】
事象や言説を数理の視点から捉え、論理的、統合的・発展的、批判的に考察すること
【理科】

自然や社会の事象・言説を、自然科学的な視点から捉え、観察・実験の結果や科学的知見などに基づいて、客観的、
論理的、批判的に考察すること

（
参
考
）

※あくまで、根拠を確認し、根拠に基づいて評価し、多面的に検討するといった建設的な目的での「批判的」であることを解説等で示すべきではないか。



共通教科「理数科」の高次の資質・能力（案）

26

※学習内容については現行学習指導要領をベースとしたもの。個々の学習内容について見直すべき点はあるか。

理
数
探
究
基
礎

高次の資質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮

探究には、守るべき倫理とともに課題を数理的・科学的に解
決するための手法や進め方があり、それらを踏まえることで、課
題の解決につながることを理解する。

事象について課題を設定し、数理的・科学的な手法を用い
て解決を図り、その過程や結果を適切に表現する。

学習内容

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等

• 探究の意義についての理解
• 探究の過程についての理解
• 研究倫理についての理解
• 観察、実験、調査等についての基本的な技能
• 事象を分析するための基本的な技能
• 探究した結果をまとめ、発表するための技能

• 課題を設定する力
• 数理的・科学的な手法などを用いて、探究の過程を遂行する力
• 探究の過程や結果をまとめ、適切に表現する力

議
題
２

議
題
１

理
数
探
究

高次の資質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮

探究は、自ら設定した課題について、研究倫理を踏まえなが
ら数理的・科学的な手法を用い、他者と議論することで、新
たな価値の創造につながることを理解する。

知的好奇心や問題意識に基づいて課題を設定し、数理的・
科学的な手法を用いて解決を図り、その過程や成果を適切
に表現して議論し、探究を深める。

学習内容

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等

• 探究の意義についての理解
• 探究の過程についての理解
• 研究倫理についての理解
• 観察、実験、調査等についての技能
• 事象を分析するための技能
• 探究の成果などをまとめ、発表するための技能

• 課題を設定する力
• 数理的・科学的な手法などを用いて、探究の過程を遂行する力
• 探究の過程を整理し、成果などを適切に表現する力



共通教科「理数科」に関するその他の論点①（第１回WG資料に前回意見等を加筆）

【開設・履修の推進】

⚫共通教科「理数科」については、学校現場の認知・理解が
未だに不十分であり、教科新設後年数が経過していること
から、積極的な開設・履修を推進するために、改めて国がそ
の意義等を周知することが必要ではないか。

【数学・理科との関係・接続】

⚫共通教科「理数科」における探究と数学科や理科における
探究的な学びとの関係・接続について、たとえばP.29のよう
な整理が必要ではないか。

⚫数学科や理科における探究的な学びの成果を共通教科
「理数科」における探究に活かすためには、数学・理科にお
ける基本的な概念の深い理解を前提に、数学・理科担当
教員に限らない全校での指導体制を構築する必要がある
のではないか。そのためには、全ての教員が自主的・協働的
に理数探究にかかわる仕掛けづくりが必要ではないか。

【探究課題】

⚫探究の対象とする事象等を科学的・数学的なものに偏重
せず、文理横断・文理融合（STEAM）的な課題も含め
ることについては妥当ではないか。そのことにより、数学科・理
科以外の教師も指導に関わる校内体制の構築が促される
のではないか。なお、探究の対象とする事象等として、数学
的事象の事例についても追加を検討するべきではないか。 27

議
題
２

議
題
１

各種現状データやこれまでの両WGでの御議論を踏まえると、例えば以下のような検討事項・論点も考えられる。

⚫開設率・履修率の低さをどのように考えるか。積極的な開設・履修を推進する方策としてどのようなものが考えられるか。

⚫数学科及び理科における探究的な学びと、共通教科「理数科」の探究との関係・接続はどのようにあるべきか。

⚫ 共通教科「理数科」の探究に対する教員の指導力についてどのように考えるか。数学・理科担当教員に限らない全校での指導体制
をどのように構築すべきか。

⚫ 共通教科「理数科」の探究の学習過程や指導・評価において、デジタル学習基盤が果たす役割をどのように考えるか。生成AIを含
め、探究的な学びにおけるICTの効果的な活用方法や、逆に、豊かな学びに繋がらない使い方としてどのようなものがあるか。

⚫ 共通教科「理数科」の探究の深化・高度化に向けて、地域人材や卒業生といった外部人材、大学・企業や他校といった外部機関等
との連携・接続をどのように図っていくべきか。

⚫ その他考えられる検討事項・論点はあるか。

【実現可能性】

⚫探究の実施にあたっては十分な時間が必要となることから、
✓ 理数探究基礎又は理数探究の履修をもって、総合的な

探究の時間の一部又は全部に代替できる仕組み（現
行）

✓ 総則・評価特別部会で検討されている、単位数を細分
化（倍加）しきめ細かく増単・減単ができる仕組み

等を有効に活用すべきではないか。

【教員の指導力】

⚫探究の質の向上に当たっては問いの設定が重要であること
から、共通教科「理数科」の探究の意義を踏まえた適切な
テーマ設定がなされるような指導が必要ではないか。このこ
とについて、指導に困難さを感じている教師に向けて、総合
WGの「課題の洗練のイメージ」を含め、参考資料等で丁
寧に示していくべきではないか。その際、SSHにおける先行
事例も参考になるのではないか。

⚫探究の評価についても困難を抱える教師がいることから、
探究のプロセスをポートフォリオ等の形で残していくことなども
含め、具体的な評価の参考となる資料等を国が示すこと
が必要ではないか（総合WGでの検討を注視する必
要）。

⚫ このほか、共通教科「理数科」の探究に対する教員の指
導力について、検討を要する点はあるか。



共通教科「理数科」に関するその他の論点②（第１回WG資料に前回意見等を加筆）

【デジタル学習基盤の効果的活用】

⚫ 共通教科「理数科」の探究においては、数理モデル化や
プログラミングを行うことも考えられることから、情報科との
接続や関係の整理が必要ではないか。

⚫ 共通教科「理数科」の探究の学習過程や指導・評価に
おいて、デジタル学習基盤は、モデル化・シミュレーション・
定式化・近似といった学習への活用や、他校との交流な
ど様々な可能性を有するのではないか。ICTの効果的な
活用方法や、逆に、豊かな学びに繋がらない使い方に
ついて、解説等で示していくべきではないか。特に生成AI
については望ましい活用の在り方を丁寧に示す必要があ
るのではないか（総合WGにおける検討も注視）。

⚫ 生成AIの利活用が前提となる実情に併せ、データ駆動
型の科学的な探究のあり方を示す必要があるのではない
か。

28

議
題
２

議
題
１

各種現状データやこれまでの両WGでの御議論を踏まえると、例えば以下のような検討事項・論点も考えられる。

⚫開設率・履修率の低さをどのように考えるか。積極的な開設・履修を推進する方策としてどのようなものが考えられるか。

⚫数学科及び理科における探究的な学びと、共通教科「理数科」の探究との関係・接続はどのようにあるべきか。

⚫ 共通教科「理数科」の探究に対する教員の指導力についてどのように考えるか。数学・理科担当教員に限らない全校での指導体制
をどのように構築すべきか。

⚫ 共通教科「理数科」の探究の学習過程や指導・評価において、デジタル学習基盤が果たす役割をどのように考えるか。生成AIを含
め、探究的な学びにおけるICTの効果的な活用方法や、逆に、豊かな学びに繋がらない使い方としてどのようなものがあるか。

⚫ 共通教科「理数科」の探究の深化・高度化に向けて、地域人材や卒業生といった外部人材、大学・企業や他校といった外部機関等
との連携・接続をどのように図っていくべきか。

⚫ その他考えられる検討事項・論点はあるか。

【外部連携】

⚫ 共通教科「理数科」の探究の深化・高度化に向けて、学
校内のみならず外部の人材・機関との連携・接続が必要と
なることから、SSHにおける先進事例も参考に、卒業生を
含む外部人材・機関との連携・接続を一層推進する必要
があるのではないか。

⚫ 特に、大学との連携においては、大学の教員のみならず、
卒業生を学部生や大学院生の協力を得ることにより、児
童生徒側の学びの深まり・意欲の向上とともに、学生側の
学修の深まりにもつながるのではないか。ただし、大学等と
連携する場合、高校側の生徒や教師が大学教員等に直
接連絡を取るのではなく、大学等に高等学校や設置者等
との連絡調整を一元的に担う窓口を設置するなど、大学
等が組織的に対応する体制の構築が必要ではないか。

⚫ 他方、地域の人材・機関と連携した場合には、探究の意
義を実感しやすいといった効用が期待されるのではないか。

⚫ なお、自校内・学校間を問わず、文系・理系の生徒同士
や、異学年の生徒同士の交流も、学びの深まり・意欲の
向上の観点から有効ではないか。

【その他】

⚫ その他考えられる検討事項・論点はあるか。



育成した資質・能力の
活用・統合

①課題 ②手続き ③成果 数学科 理科
理数探究
基礎

理数探究

パターン４

パターン３ ✓
パターン２ ✓ ✓

パターン１ ✓ ✓ ✓

学
習
者
が
自
己
決
定
で
き
る
裁
量

探究的な学び
（各教科におけるいわゆる
パフォーマンス課題等を含む）

探究

広

狭

（※）イメージ中の「✓」は、教師からどの範囲の情報が与えられているかを表している。
（※）出典元において、パターン１～４はそれぞれ、「確認のための探究(confirmation inquiry)」、

「構造化された探究(structured inquiry)」、「指導された探究(guided inquiry)」、
「オープンな探究(open inquiry)」と表されている。

（出典） 左半分については、Banchi ＆ Bell（2008）、白井俊「世界の教育はどこへ向かうか 能力
・探究・ウェルビーイング」をもとに作成

高校の数学科・理科と共通教科「理数科」における探究的学びのイメージ

対
象
：

数
学
の
事
象
、

自
然
や
社
会
の
事
象

対
象
：

自
然
や

社
会
の
事
象

対
象
：

あ
ら
ゆ
る
事
象

令和７年１２月２６日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 １ を 元 に 作 成

資質・能力の深化
学ぶ意欲の高まり

たとえば「小学校ではパターン１、高校・大学ではパターン４」
と単線的に進展するのではなく、小・中・高の各段階において、
それぞれの発達段階におけるパターン１～４の学びが存在す
ることに留意が必要。

総合WGにおける整理

現
行
「
問
題
発
見
・
解
決
の
過
程
」

の
射
程

現
行
「
（
科
学
的
）
探
究
の
過
程
」

の
射
程

コ
ア
的
部
分

コ
ア
的
部
分

コ
ア
的
部
分

（※）イメージ中のグラデーション部分は、教科の目標の達成に資する場合、学校・
児童生徒の状況等に応じて取り組むことも考えられるが、全ての学校等での
実施が想定されるものではないことを意味する。

議
題
２

議
題
１
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複数の教科等を統合するアプローチの種類とイメージ

【出典】久保田善彦編著『これからの理科教育はどうあるべきか』P.106 図１（Holbrookra,2020※を参考に小川博士氏が加
筆・再構成して作成したもの） WG資料とするにあたりタイトルと体裁については調整を加えている

※Holbrook, J., Rannikmäe, M. & Soobard, R. (2020) Chapter31: STEAM education: A Transdisciplinary Teaching and Learning Approach, In Ben Akpan & Teresa 
J. Kennedy (Eds). Science Education in Theory and Practice: An Introductory Guide to Learning Theory, pp.465-477, Springer Nature Switzerland.

参 考

Multidisciplinary Interdisciplinary Transdisciplinary

共通テーマをもとに、
各教科で個別に
概念やスキルを学習

統合の度合い

２つ以上の教科からなる
概念やスキルを学習

２つ以上の教科の知識や
スキルを活用して、

実世界の本物の課題や
プロジェクトに取り組む

低 高

議
題
２

議
題
１
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➢ 数学Ａ・Ｂ・Ｃの学習内容の中から数理・AI・データサイエンスにつながる事項
を抽出した学校設定科目を設定し、文理問わず必履修とする

➢ 主に就職を想定するコースや文系コースであっても、３年生まで数学を履修する
形とする（必ずしも数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ａ・Ｂ・Ｃ全ての履修を求めるものでなく、例
えば中学校までの学び直しや社会・職業と直結した学習内容を含めた数学の学
校設定科目の開設と組み合わせることも考えられる）

➢ 文系・理系コースの分断を解消するため、数学の同一科目（例：数学Ⅱ）を文
系・理系コース別に開講する形から、共通で開講する形に改める

➢ 理科の基礎科目全て（物理基礎・化学基礎・生物基礎・地学基礎）を、文
系・理系問わず学校における必履修科目とする

➢ 文理横断・文理融合の学校設定教科・科目を開設し、文系・理系問わず学校
における必履修教科・科目とする  

➢ 「理数探究基礎」又は「理数探究」を、文系・理系問わず学校における必履修科
目とする  

文理横断的な教育課程の編成・実施のために考えられる取組例（高等学校）

※いずれも現行学習指導要領下での取組を前提とした例（既に取り組まれている事例や、現在WGで審議中の内容を踏まえて
考えられる取組を記載している）

※高等学校学習指導要領に基づき、国語・地理歴史・公民・外国語等の教科・科目が適切に開設・実施されていることが前提

参 考

議
題
２

議
題
１
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議題２参考資料

32

議
題
２

議
題
１

●共通教科「理数科」の現状に関する資料（前回資料１）

●関係WG

・算数・数学WG

・理科WG

・生活、総合的な学習・探究の時間WG

等における検討資料



「資質・能力の深まり」と「資質・能力の一体的育成」の可視化による「深い学び」の具現化

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

個別の知識や技能

(例）

個別の知識や技能が
相互に関連付けられて
一般化されながら
統合的に理解される

＜生きて働く＞

他の学習や生活の場面でも活用できる

個別の思考力、判断力、表現力等

(例) ・二つの数量の変化・対応関係を見いだし、式やグラフを用
いて考察する

・現実の事象にある二つの数量の関係を関数と仮定して
処理したりその結果に基づいて判断する

＜未知の状況にも対応できる＞

知識・技能を活用しながら、未知の場面でも課題を解決できる

・比例・反比例の理解
・一次方程式の解き方
・二元一次方程式を関数としてみなせることの理解
・現実の事象を関数でモデル化できることの理解
・二次関数でモデル化できる事象があることの理解

資質・能力の
「深まり」の
可視化

資質・能力の
「一体的育成」
の可視化

⚫知識の理解も、それが生きて働くように深く学ぶことが重要。思考力、判断力、表現力等も、社会や生活で直面する未知の状況でも課
題解決に繋げていけるよう「質」を高めることが重要（資質・能力の「深まり」）

⚫ある程度の知識・技能なしに思考・判断・表現することは難しいし、思考・判断・表現を伴う学習活動なしに、知識の深い理解と技能の
確かな定着は難しい（資質・能力の「一体的育成」））

こうした「資質・能力の深まり」と「資質・能力の一体的育成」を学習指導要領上で可視化することにより、資質・能力の関係性の
理解や、それらを一体的に育成するための教師の単元づくりを助け、「深い学び」を授業で具現化しやすくする

複雑な課題の解決に向け
て、個別の思考力、判断
力、表現力等を総合的に
働かせる

資質・能力の
「深まり」の
可視化

高次の資質・能力

知識及び技能に関する統合的な理解

個別の知識や技能が相互に関連付けられて
一般化され、統合的な理解となった姿

(例) 関数を使えば未知の状況を予測できる

思考力、判断力、表現力等の総合的な発揮

（例）現実の事象を数式でモデル化し、未知の状況を予測して、
具体的な解決策を選択する

複雑な課題の解決に向けて、個別の思考力、判断力、
表現力等を組み合わせたり選んだりして総合的に働かせた姿

高次の資質・能力

※「高次の資質・能力」は、個別の資質・能力が深まることで至る、「統合的な理解」や「総合的な発揮」を指し示すものであり、個別の資質・能力との関係で重要性の軽重を意味するものではない。 33
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２
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題
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高等学校段階の柔軟な教育課程の方向性（単位制の大幅な柔軟化）

現行制度
必履修
科目A

選択
科目D

(2)減単をすることが可能な
範囲を検討すべき

論点イメージ

(1)必履修を含め複数科目を統合するなど
の柔軟な運用を各学校の判断で行えるよう
にすることを可能とすべき

(５)学校設定科目に係る修得
単位数を増やす方向で検討す
べき(現行は20単位まで)

選択
科目B

必履修
科目C

(６)週当たり授業時数の標準
（週30コマ）の示し方を検討
すべき

教科① 教科②

学校設定
教科・科目

履修順 履修順

卒業に必要な単位数: 74単位（１単位：週１コマ×年）

週当たり時数の標準(週30コマ)を機械的に当てはめた場合の履修単位: 90単位

上限: 20単位～

選択
科目D

科目Aと科目B
を組み合わせた科目AB

必履修
科目C

教科① 教科②

学校設定
教科・科目減単

(３)単位数を細分化して学期ご
との単位認定を容易にし、きめ
細かく増単・減単を可能とすべき

選択
科目F

必履修
科目E

教科③

履修順

選択
科目F

必履修
科目E

教科③

履修順

(４) 特定の生徒に対し一定の場
合に履修の免除・振り替えを認め
ることを可能とすべき

卒業に必要な単位数: 148単位（1単位：週１コマ×半期）

34

上限: 20単位

令 和 ７ 年 ９ 月 2 5 日
教育課程企画特別部会
論 点 整 理 （ 抜 粋 ）

【参考】

議
題
２
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題
１



現行の標準単位数を単純に細分化した場合（イメージ）

現行の標準単位数を細分化（74単位を分割し148単位とする）し、
学期ごとの単位認定を容易にし、きめ細かく増単・減単できる方向で検討すべき

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

１年 現代国語 言語文化 地理総合
歴史
総合

公共 数学Ⅰ 数学A 数学B
科学と
人間生

活

生物
基礎

保健 体育
音楽
Ⅰ

英語C１
英語
C２

家庭基礎 情報１
総合
的な
探究

LHR

63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124

２年 論理国語 文学国語 地理探究
歴史
総合

日本史探究
／世界史探

究
公共 数学Ⅱ

数学
B

科学と
人間生

活

生物基
礎

生物 保健 体育
音楽
Ⅰ

英語C２
論理
表現
１

論理
表現
２

総合
的な
探究

地域の特色
を活かした課

題探究

個別の学習
ニーズに対
応する学校
設定科目

LHR

125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144 145 146 147 148 149 150 151 152 153 154 155 156 157 158 159 160 161 162 163 164 165 166 167 168 169 170 171 172 173 174 175 176 177 178 179 180 181 182 183 184 185 186

３年 論理国語 文学国語
地理
探究

日本史
探究／
世界史
探究

倫理 数学Ⅱ 生物 体育 英語C３
論理
表現
１

論理
表現
２

総合的な
探究の時間

地域の特色を活か
した課題探究

個別の学習ニーズ
に対応する

学校設定科目
LHR

単位数

学年

：必履修科目及び総合的な探究の時間 ：地域の特色や個々の生徒の学習ニーズを踏まえた学校設定科目

卒業に必要な単位数

※細分化した単位数で時間割を編成する際、特に３学期制の場合には、時間割の編成、教師への授業の割振りに当たって工夫が必要となり、こうした工夫例の整理・提
供が別途必要となる 35

令 和 ７ 年 ９ 月 2 5 日
教育課程企画特別部会
論 点 整 理 （ 抜 粋 ）

【参考】
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令 和 ７ 年 ９ 月 2 5 日
教育課程企画特別部会
論点整理参考資料集(抜粋)【参考】

議
題
２

議
題
１



• 中央教育審議会答申において、将来、学術研究を通じた知の創出をもたらすことができる創造性豊かな人材の育成を目指し、そのための基礎的な
資質・能力を身に付けることができる数学・理科にわたる新たな探究的科目の設定が提言されたことを受けて新設。

• 数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ、探究の過程を通して、課題を解決するために必要な資質・能力を育成。
• 様々な事象や課題に知的好奇心や主体性をもって向き合い、教科・科目の枠にとらわれない多角的、複合的な視点で事象を捉える力などを養う。
• 粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとする態度などを養う。

内容 学習過程の例

• 「理数探究基礎」又は「理数探究」の履修をもって総合的な探究の時間の一部又は全部に替えることが可能。
• 「理数探究基礎」及び「理数探究」は選択履修科目であるが、理数に関する学科においては、原則として「理数探究」を全ての生徒が必履修。

背景等

概要

• 生徒が興味・関心等に応じて主体的に課題を設定

• 「理数探究基礎」で学習する内容に加え、多角的、複合
的に事象を捉え、課題を設定する力や探究の過程を整
理し、成果などを適切に表現する力などを育成

理数探究

• 探究の意義や過程についての理解や研究倫理について
の理解

• 事象を分析するための基本的な技能、課題を設定する
ための基礎的な力、探究の過程を遂行する力、探究した
結果をまとめ、適切に表現する力などを育成

 

理数探究
基礎

基礎を習得する段階

探究を深める段階

大学や
研究機関、
博物館など
と積極的に
連携・協力

探究した
結果や
探究の

成果などに
ついて

報告書など
を作成

探究の過程を振り返る機会
を設け、意見交換や議論を
通して質の向上を図る

研究倫理についての理解の
ための学習

探究の手法について学習

教師の指導のもと、観察、
実験、調査など、数学的な
手法や科学的な手法を用
いて探究

生徒が興味・関心等に応じ
て主体的に課題を設定

観察、実験、調査など、数
学的な手法や科学的な手
法を用いて探究

高等学校の数学・理科にわたる探究的科目 －「理数探究基礎」、「理数探究」－

37
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共通教科「理数科」の探究の過程のイメージ

平成28年12月21日中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」の別添資料

前回改訂時の資料から

参 考

議
題
２

議
題
１
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理数探究において探究課題として取り組む事象等（解説P.35）

ア 自然事象や社会的事象に関すること

（参考例）
・ 振り子の運動に関する探究
・ 成分物質の抽出・単離の手法を活用した探究
・ 光合成速度に関する探究
・ コンピュータウイルスの拡散過程に関する探究

イ 先端科学や学際的領域に関すること

（参考例）
・ 楽器の音の鳴り方に関する探究
・ 銅樹のフラクタル成長の規則性に関する探究
・ DNA による品種判定に関する探究

ウ 自然環境に関すること

（参考例）
・ 身近な環境を活用した発電に関する探究
・ 地域の自然環境と人間生活の影響についての探究
・ 水質浄化に関する探究
・ 地域気象に関する探究

39

エ 科学技術に関すること

（参考例）
・ 空気による揚力や抵抗力に関する探究
・ 高分子化合物，染料，指示薬，洗剤などの合成に
関する探究
・ 新たな DNA 抽出方法に関する探究

オ 数学的事象に関すること

（参考例）
・ べき abに関する探究
・ 金平糖の角の形成過程の数理モデルに関する探究

議
題
２

議
題
１



理数探究基礎・理数探究の開設状況（高校の学科単位ベース）

【出典】文部科学省「令和7年度公立高等学校等における教育課程の編成・実施状況調査の結果について」
※学校単位での全国的な取組状況を把握することができる規模での抽出調査とし、全国の公立高等学校及び中等教育学校後期課程から無作為抽出し実施。 40

議
題
２

議
題
１

（１）全日制

普通科等 専門学科
総合学科

１年次 ２年次 ３年次 単位制 １年次 ２年次 ３年次 単位制

理数
理数探究基礎 3.0% 0.9% 0.3% 0.9% 3.9% 0.3% 1.0% 0.3% 3.5%

理数探究 0.6% 3.6% 3.3% 1.2% 1.3% 12.1% 5.5% 1.6% 3.5%

（２）定時制

普通科等 専門学科
総合学科

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 単位制 １年次 ２年次 ３年次 4年次 単位制

理数
理数探究基礎 0.0% 1.0% 2.1% 3.1% 1.0% 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.8% 7.1%

理数探究 0.5% 0.0% 0.5% 1.0% 1.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.8% 0.8% 2.4%

（３）通信制

普通科等 専門学科 総合学科

理数
理数探究基礎 1.6% 0.0% 0.0%

理数探究 0.0% 0.0% 0.0%

※各課程における科目の開設状況について、学科ごとの割合を示している。
※令和７年度入学者に適用される３年間の教育課程を対象としている。
※専門学科において、専門科目の履修をもって必履修科目に代替する場合は、代替する必履修科目に計上している。
※なお、SSH校においては、理数探究と同趣旨の科目を学校設定科目として開講しているケースが多いことに留意が必要。



理数探究基礎・理数探究の履修状況（生徒数ベース）

【出典】文部科学省「令和7年度公立高等学校等における教育課程の編成・実施状況調査の結果について」
※学校単位での全国的な取組状況を把握することができる規模での抽出調査とし、全国の公立高等学校及び中等教育学校後期課程から無作為抽出し実施。 41

議
題
２

議
題
１

※各課程・学科に在籍する最終学年の生徒を対象として、入学年次から現在までの履修状況について科目別に集計している。

※各課程・学科に在籍する最終学年の全生徒数を分母とし、その内、各科目を履修した生徒数を分子として算出を行っているため、
各科目の開設状況に対する履修割合ではないということに留意が必要。

※専門学科において、専門科目の履修をもって必履修科目に代替する場合は、代替する必履修科目に計上している。
※なお、SSH校においては、理数探究と同趣旨の科目を学校設定科目として開講しているケースが多いことに留意が必要。

全日制 定時制 通信制

普通科等 専門学科 総合学科 普通科等 専門学科 総合学科 普通科等 専門学科 総合学科

理数

理数探究基礎 1.8% 3.6% 0.2% 0.8% 0.2% 0.3% 0.7% 0.0% 0.0%

理数探究 1.1% 7.7% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0%



高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）【概要】
～2040年に向けた「N-E.X.T.（ネクスト）ハイスクール構想」～

New Education, New Excellence, New Transformation of High Schools

✓  AIの実装などデジタル技術の目まぐるしい発展
2040年には、少子高齢化、生産年齢人口の減少、地方の過疎化が一層深刻化
→現在の人材供給トレンドが続けば、労働力需給ギャップが発生
（事務職は余剰、ＡI・ロボット関係、いわゆる理系人材は不足）

✓ 将来を正確に予測することは難しく、どのような未来が訪れるか分からない
→生徒それぞれの多様な個性やニーズ、興味・関心に応じた学びを生かした自己実
現を支え、生徒の可能性を広げ能力を伸ばす
→全ての高校生が家庭の経済状況等に左右されることなく、希望する大学等への進
学や就職等をし、それが個人の幸福につながり、ひいては、我が国の経済・社会の
基盤を強いものとしていくことにつながる

１．グランドデザインの背景・必要性

視点１ 不確実な時代を自立して生きていく
主権者として、AIに代替されない能力や個性の伸長

視点３ 一人一人の多様な学習ニーズに対応
した教育機会・アクセスの確保

学ぶ機会・アクセスの確保
（New Education)

✓ 全国どこにいても多様で質の高い学びを保障
し、地方の生徒はもとより誰一人取り残されず、
全ての生徒の可能性を最大限引き出す
（地理的アクセスの確保、都道府県の実情等に応じ

た学校配置・規模の適正化、小規模校を含む遠隔

授業等の推進）

✓ 通信制高校の教育の質の確保・向上
✓ 不登校生徒への学習支援、特別支援教育や
日本語指導が必要な生徒への教育の充実

視点２ 我が国や地域の経済・社会の発展を
支える人材育成

最先端を学ぶ高校の特色化・魅力化
（New Excellence)

✓ 探究・文理横断・実践的な学び、 STEAM教
育、産業界と協働した専門高校の学びの充実
理数・文系的素養やAIを使いこなす力を身に
付け、社会で活躍するロールモデルを体感

✓ 各高校の特色化・魅力化
学科構成の見直し、専門高校の機能強化・高
度化、グローバル人材の育成
「普通科」の在り方の転換、即戦力の人材
と進学を見据えた高度専門職人材の育成

２．高校改革の方向性～2040年に向けた高校の姿～

社会変化に対応する高校教育を
一丸となって実現することが必要

全てのステークホルダーの
共通理解となるビジョン

産業界

国

地域住民

教育委員会・首長

高校

学びの在り方の転換
（New Transformation)

✓ リアルとデジタルの良さを組み合わせつつ、
「好き」を育み、「得意」を伸ばす機会を確保
し、生徒の実態を踏まえた柔軟な教育課程の
実現

✓ スクール・ミッション、スクール・ポリシーを踏ま
えた教育活動の改善、公表

✓ 高校教育と一貫した大学教育改革（主体的・
自律的な学修のための環境構築、出口におけ
る質保証等）

大学

３つの視点を重視しながら、更なる高校改革を進め、N-E.X.T.ハイスクール構想を実現する。
高校から大学・大学院に至るまでの一貫した改革により、強い経済や地域社会の基盤となる人材を育成する。

42

議
題
２

議
題
１

参 考



2040年までに達成を目指す目標

【職業教育の高度化・魅力の強化関係】
・地域の産業界等と連携・協働した取組を行う専門高校：100％
・少子化傾向においても専門高校の生徒数を現在と同水準

３．N-E.X.T.ハイスクール構想の中核となる高校支援

国の
高校教育改革に関する
グランドデザイン策定

専門高校の機能強化・高度化
（アドバンスト・エッセンシャルワーカーの育成等）

地理的アクセス・多様な学びの確保
普通科改革を通じた高校の特色化・魅力化
（文理の双方の素養を有する人材の育成等）

（学校のイメージ）
地域発のイノベーションを興すことのできる人
材等の育成を目指し、理論と実践の往還による
カリキュラムの実施等に取り組み、必要な施設設
備の高度化が図られた学校

（取組例）
✓ ビジネス経験の必修化
✓ ものづくりから流通まで一体的な学びの実践
✓ 「高校版企業寄附講座」等の実践やそれを前
提とした進学・就職機会の確保

（学校のイメージ）
文理にとらわれない幅広い教養等を備えた新
しい価値を創造する人材等の育成を目指し、実
社会につながる生きた授業の実践等に取り組み、
必要な施設設備の高度化が図られた学校

（取組例）
✓ 実社会につながる生きた授業の実践
✓ 高度実験環境を核とする理数探究拠点整備
✓ 探究型授業研修の充実による教師のスキル
向上、探究伴走支援専門チームの構築

（学校のイメージ）
学校の枠を超えて多様な人々と協働し、社会の
課題を主体的に探究・解決できる人材等の育成
を目指し、柔軟で質の高い学びの実践等に取り
組み、必要な施設設備の高度化が図られた学校

（取組例）
✓ 学校間連携や遠隔授業等を活用した教育機
会の確保

✓ 学校と地域の関係機関の連携・協働の強化
による学習環境の提供

✓ 他の学校種との連携の充実

新しい学校のイメージや取組例

これらの取組の一環として、留学支援を含むグローバル人材育成支援や、学校と地域が連携・協働した学力向上・学習支援などについて取り組む。

※交付金等の構築に先立ち、高校教育改革のための基金を都道府県に造成し、N-E.X.T.ハイスクール構想の実現のため
に、パイロットケースとして先導的な学びの在り方を構築する高校（改革先導拠点）を創設。

都道府県 実行計画策定

総合教育会議等を活用し、地域別就業構造の推計や人口の将来推計等を踏ま
えて検討。首長、関係部局、大学、地域の関係者や産業界との連携・協働を図る。

安定財源を確保した上で、
交付金等の新たな財政支援の

仕組みの構築

基金の執行状況等を踏まえ、R9年度予算の編成
過程で検討。

【普通科の在り方の転換・魅力の強化関係】
・文理横断的な学びに取り組む普通科高校：100％
・普通科でいわゆる文系と理系の生徒の割合：同程度

【多様な学びの確保関係】
・学びの状況に関する生徒の肯定的な評価の向上
・高校卒業段階の進路未決定者の割合の半減
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柱書

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

小
学
校

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や
性質などを理解するとともに，日常の事象を数理的に
処理する技能を身に付けるようにする。

日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立て
て考察する力，基礎的・基本的な数量や図形の性
質などを見いだし統合的・発展的に考察する力，数
学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表し
たり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。

数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き，学習を
振り返ってよりよく問題解決しようとする態度，算数で
学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養
う。

中
学
校

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法
則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量
や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察
する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・
的確に表現する力を養う。

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く
考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問
題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態
度を養う。

高
等
学
校

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に
理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象
の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的
に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・
明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う。

小
・
中
・
高
等
学
校

事象を数学的に考える資質・能力について、数学的活動を通して、次のとおり育成することを目指す。

○数学における基礎的・基本的な概念や原理・法則を
体系的に理解する。

○事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に
表現・処理したりする技能を身に付ける。

○事象を数理的に捉え、解決の見通しをもって論理的、
批判的に考察する力を養う。

○数学の問題解決の過程や結果を振り返ったり、既習
の事柄と関連付けたりするなどして統合的・発展的に
考察する力を養う。

○数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表
し、それを基に論理的に説明する力を養う。

○事象に知的好奇心や目的意識をもって問題を見いだ
し、数学を活用しようとする態度を養う。

○他者と数学的論拠に基づいて協働し、問題解決を進
めようとする態度を養う。

○問題発見・解決の過程を振り返って評価・改善しよう
とする態度を養う。

○数学の社会的有用性、美しさ、楽しさなどを感じる感
性、想像力、直観力などの創造性の基礎を育む。

（
現
行
）

（
改
訂
案
）

●●する資質・能力（資質・能力の趣旨）について、●●することなどを通して（学習過程） 、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

数学科の目標
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他者との
対話や協働

学びを方向
付ける人間性

初発の思考や
行動を起こす力
・好奇心

学びの
主体的な調整

【上部】当該教科等の
学習で育まれる、人生
や社会に向かう際の情
意や感性に関わる部
分(学習過程で表出しにく
い傾向がある内的な側
面)

【下部】当該教科等の
学習で育まれる、学び
に向かう態度に関わる
部分(学習過程で表出し
やすい傾向がある外的な
側面)

① 当該教科等の学習で育みたい学びや生活に向かう態度

学びにおいて、好奇心を持って初発の思考や行動を起こし、
他者との対話や協働を経ながら、学びを主体的に調整し、
次の思考や行動に繋げていく態度について、教科固有の学
習過程を踏まえた言葉で示す

② 当該教科等の学習で育みたい情意・感性

人生や社会との関わりにおいて育みたい情意や感性を示す

① 算数・数学科の学習で育みたい学びや生活に向かう態度

② 算数・数学科の学習で育みたい情意・感性

○事象に知的好奇心や目的意識をもって問題を見いだし、数
学を活用しようとする態度を養う。

○他者と数学的論拠に基づいて協働し、問題解決を進めよう
とする態度を養う。

○問題発見・解決の過程を振り返って評価・改善しようとする
態度を養う。

○数学の社会的有用性、美しさ、楽しさなどを感じる感性、
想像力、直観力などの創造性の基礎を育む。

数学科の目標のうち「学びに向かう力・人間性」

総則・評価特別部会での議論

①②を踏まえ

算
数
・
数
学
科

で
検
討

以下②に該当

以下①に該当
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事象に知的好奇心や目的意識をもって問題を
見いだし、数学を活用しようとする態度

教師からフィードバックを受けたり、級友と数学的論
拠に基づいて多面的・多角的に議論しながら事象
や教材と自立的に向き合い、問題解決を進めようと
する態度
問題発見・解決の過程を振り返って、粘り強く自ら
の学びを評価・改善しようとする態度

数学の社会的有用性、美しさ、楽しさなどを感じる
感性、想像力、直観力などの創造性の基礎

他者との
対話や協働

初発の思考や
行動を起こす力
・好奇心

学びの
主体的な調整

学びを方向
付ける人間性

箇条書きで規定

ⓐ ⓑ
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（
現
行
）

（
改
訂
案
）

数学科の「見方・考え方」

⚫教科としての一貫性に鑑み、引き続き、小・中・高等学校で、文言の統一を図る。

⚫その際、教科で扱う対象について、現行では単に「事象」とされているが、新たな「見方・考え方」が卒業
後の人生でも豊かに働くものとされたことに伴い、より社会との接続を意識した規定ぶりとする。また、「事
象」については、自然や社会の事象、数学の事象などが含まれるが、「見方・考え方」を端的なものにす
る観点から、解説において丁寧に説明する。

⚫また、教科固有の視点の例示は、小中高を通じた学習内容の広がりや、社会で生かすものであることを
踏まえ見直す。端的に「数理の視点」と表し、その具体について解説で詳述する。

⚫考え方については、卒業後の人生においても働かせるものであることを踏まえれば、社会におけるクリティ
カル・シンキング（批判的思考）の重要性の高まりを踏まえる。その際、あくまで建設的な目的での「批
判的」であることを解説等で示す。なお、「論理的」「統合的・発展的」「批判的」は必ずしも同時に働か
せるものではない。

●●（当該教科で扱う事象や対象）を●●（当該教科固有の物事を捉える視点）の視点から捉え（に着目して捉
え）、●●（当該教科固有の考え方や判断の仕方）すること。

【小・中・高等学校】
事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的・発展的に考え
ること

【小・中・高等学校】
事象や言説を数理の視点から捉え、論理的、統合的・発展的、批判的に考察すること
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柱書

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

小
学
校

自然に親しみ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象についての問題を科学
的に解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

自然の事物・現象についての理解を図り，観
察，実験などに関する基本的な技能を身に
付けるようにする。

観察，実験などを行い，問題解決の力を養
う。

自然を愛する心情や主体的に問題解決しよう
とする態度を養う。

中
学
校

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学
的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

自然の事物・現象についての理解を深め，科
学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に
探究しようとする態度を養う。

高
等
学
校

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学
的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

自然の事物・現象についての理解を深め，科
学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとする態度を養う。

小
・
中
・
高
等
学
校

自然の事物・現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指
す。

自然の事物・現象について理解するとともに、
科学的に探究するために必要な観察、実験な
どに関する技能を身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力
を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的
に探究しようとする態度と生命を尊重する心情
や人と自然環境の調和に寄与しようとする心
情を養う。

（
現
行
）

（
改
訂
案
）

●●する資質・能力（資質・能力の趣旨）について、●●することなどを通して（学習過程） 、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

理科の目標
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参 考

議
題
２

議
題
１



他者との
対話や協働

学びを方向
付ける人間性

初発の思考や
行動を起こす力
・好奇心

学びの
主体的な調整

【上部】当該教科等の
学習で育まれる、人生
や社会に向かう際の情
意や感性に関わる部
分(学習過程で表出しにく
い傾向がある内的な側
面)

【下部】当該教科等の
学習で育まれる、学び
に向かう態度に関わる
部分(学習過程で表出し
やすい傾向がある外的な
側面)

① 当該教科等の学習で育みたい学びや生活に向かう態度

学びにおいて、好奇心を持って初発の思考や行動を起こし、
他者との対話や協働を経ながら、学びを主体的に調整し、
次の思考や行動に繋げていく態度について、教科固有の学
習過程を踏まえた言葉で示す

② 当該教科等の学習で育みたい情意・感性

人生や社会との関わりにおいて育みたい情意や感性を示す

科学的な探究の過程

自然事象に対する気付き

仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施

結果の処理

考察・推論

課
題
の
把
握

(

発
見)

課
題
の
探
究(

追
究)

課
題
の
解
決

表現・伝達

次の科学的な探究の過程

見通し

振り返り

課題の設定

他
者
と
の
対
話
や
協
働

初発の思考や
行動を起こす力
・好奇心

学びの
主体的な調整

① 理科の学習で育みたい学びや生活に向かう態度

② 理科の学習で育みたい情意・感性

自然の事物・現象
に主体的に関わり、
科学的に探究しよう
とする態度

（統一案）
生命を尊重する心情や
人と自然環境の調和に
寄与しようとする心情

【現行】
（小） 自然を愛する心情
（高・生）生命を尊重し，自然環境の保全に寄与

する態度
（高・地）自然環境の保全に寄与する態度

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとす
る態度と生命を尊重する心情や人と自然環境の調和に寄与し
ようとする心情を養う。

理科の目標のうち「学びに向かう力・人間性」

総則・評価特別部会での議論
＊中・高学習指導要領解説
理科編より

＊「科学的に探究」に
含まれる３要素については、
本図を改正して盛り込む
こととしてはどうか

①②を踏まえ

理
科
で
検
討

以下②に該当

以下①に該当
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参 考

議
題
２

議
題
１



（
現
行
）

（
改
訂
案
）

理科の「見方・考え方」

●●（当該教科で扱う事象や対象）を●●（当該教科固有の物事を捉える視点）の視点から捉え（に着目して捉
え）、●●（当該教科固有の考え方や判断の仕方）すること。

【小学校】
身近な自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な
視点で捉え，比較したり，関係付けたりするなどの問題解決の方法を用いて考えること

【中学校・高等学校】
自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で
捉え，比較したり，関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること

【小・中・高等学校】
自然や社会の事象・言説を、自然科学的な視点から捉え、観察・実験の結果や科学的知見
などに基づいて、客観的、論理的、批判的に考察すること
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⚫教科としての一貫性に鑑み、引き続き、小・中・高等学校で、文言の統一を図る。

⚫その際、教科で扱う対象について、現行では「（身近な）自然の事物・現象」に限定されているが、より
社会との接続を意識した規定ぶりとする。

⚫また、「各教科等を学ぶ本質的な意義の中核」に焦点化するという全体的な方向性を踏まえれば、社会
におけるクリティカル・シンキング（批判的思考）の重要性の高まりを踏まえる。

参 考

議
題
２

議
題
１



総合的な学習・探究の時間に関する検討状況①
参 考

議
題
２

議
題
１

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況②
参 考

議
題
２

議
題
１

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況③
参 考

議
題
２

議
題
１

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況④
参 考

議
題
２

議
題
１

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況⑤
参 考

議
題
２

議
題
１

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況⑥
参 考

議
題
２

議
題
１

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況⑦
参 考

議
題
２

議
題
１

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況⑧
参 考

議
題
２

議
題
１

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋

58



総合的な学習・探究の時間に関する検討状況⑨
参 考

議
題
２

議
題
１

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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総合的な学習・探究の時間に関する検討状況⑩
参 考

議
題
２

議
題
１

令 和 8 年 1 月 2 7 日
生活、総合的な学習・
探 究 の 時 間 W G
資 料 ２ か ら 抜 粋
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